
毒に染まった天使

『ラパチーニの娘』への一視点

丹羽隆昭

NathanielHawthorne(1804-64:以下ホーソーン)の数ある短編の中でも

ひときわ異彩を放つのが"Rappaccini,sDaughter"(1844:『ラバチーこの

娘』)1)である。

時はただ「遠い昔」2)とのみ規定され,場所はイタリア北東部のパデュア

(Padua)に設定されたこの物語の梗概をまず述べておこう。陽光燦々たる故

郷ナポリ(Naples)を遠く離れ,この古い大学町に下宿した医学生Giovanni

Guasconti(以下ジョヴァンニ)が,隣接する古い宮廷風庭園に現れる美しい

娘Beatrice(以下ビアトリス)に心を奪われる。この庭園はDr.Giacomo

Rappaccini(以下ラバチーニ)所有のもので,博士の研究用の妖しげな植物

が一面に繁茂しているのだが,ジョヴァンニが観察していると,かの美しい娘

は庭の中央の泉のほとりにある毒々しい紫色の花をつけた鉢植えの潅木と,あ

たかも姉妹のごとくに情愛を込めて接している。翌日ジョヴァンニが表敬訪問

した指導教授ProfessorPietroBaglioni(以下バリオーニ)は,ラバチーこ

の危険な実験について若干嫉妬を交えつつ語り,その美しい娘に早くも強い関

心を示した青年に対して注意を促がす。毒の効用を信念とする科学至上主義者

ラバチーニは,娘を実験台にして,毒による人間改造を試みているのである。

さて,ビアトリスの関心を得ようと花束を買い込んでジョヴァンニが窓から観
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察していると,彼女は例の潅木と抱擁を交わしたり,彼女の吐息で晰腸や蝶を

一瞬のうちに殺すなど奇怪な行動を見せる。彼が投げ下ろす花束も娘が手にす

るや早くも萎れ始める。娘の正体が分からず,ジョヴァンニは次第に希望と恐

怖とが入りまじった懐疑に苛まれてゆく。自分の目が信じられなくなったジョ

ヴァンこに,ビアトリスは,私の口から出た言葉だけを信じるようにと懇願す

る。深い懐疑に櫓りつつも青年は彼女と庭での逢瀬を重ねる。この間バリオー

こ教授は街でジョヴァンニを呼び止め,ラバチーこが青年をもまた科学実験の

対象に選定したらしいと警告していたが,ある時青年の下宿を訪れ,ビアトリ

スは毒女だと言い,まさかの暗にとて強力な解毒剤を置いてゆく。ジョヴァン

こは最終的にビアトリスの本性をその日で確認しようと再度花束を用意するが,

身支度を整える鏡の前で,自分の吐息により花が萎れるのを見て慄然とする。

彼の吐息で蜘妹も死ぬ。自らも深く毒に染まったのである。父親によって与え

られた「毒人間」という恐るべき運命を娘がついに明かすと,今やその運命を

共有するに至った青年は,まず激しい憤りを娘にぶつけ,次に解毒斉胸こ頼って

共に呪わしい運命から脱出せんとする。その際,解毒剤を先に飲んだ娘に薬が

奏効し,彼女は,自分の生を歪んだ愛情で台無しにした父親と,自分に全幅の

信頼を寄せ得ない青年の双方を責めながら死ぬ。それを見て,解毒剤を青年に

与えた指導教授が,娘の父親に向かい勝ち誇ったように「これが君の実験の結

果かね(...isthistheupshotofyourexperiment?)」3)と叫ぶ。

『ラバチーこの娘』解釈の試みは現在も盛んに行われている。殆ど議論が出

尽くした観のあるこの作家の代表的短編の中で,これは注目に値する現象であ

ろう。その代表例のひとつはCaroIBensickによる大部な新歴史主義的研究,
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(1985)で,詳細なテキストの検証を基礎とする謎解きを展開し,物語を16

世紀イタリアにおける医学者間の「梅毒(syphilis)」を巡るドラマと読む。単

行本形式による短編の論考であるのも珍しい。また同じ新歴史主義の立場に立

つMichaelT.Gilmoreも,その著AmericanRomanticismandtheMar-
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鮎妙わce(1985)において『ラパテーこの娘』にかなりの紙数を割き,興味深

い議論を繰り広げている。Gilmoreは,物語を19世紀アメリカの市場経済体

制下で商品と化した文学作品を巡るドラマと読み,庭園に蔓延る「毒(の植

物))」とは資本主義の成長のことだと主張する。またこの他,『ラバチーこの

娘』が3人の男性たちそれぞれのエゴイズムの犠牲となるヒロインを描くがゆ

えであろうか,近年盛んなフェミニズムあるいは女性論的立場からの発言も目

立つ4)。

さて,一読して誰しも先ず気づくこの作品の大きな特徴は,その濃厚なゴシ

ック色であろう。華美で毒を帯びた植物が繁茂する廃虚のような庭園を舞台と

する奇怪な物語に,毒の開発のためならば何物をも惜しまぬ偏執狂的科学者,

その娘で父のエゴから彼の毒の庭園に幽閉された「美しい孝女」5),その恋人

で彼女の救出に当たる医学生の青年,それに青年の指導教授で彼に解毒剤を与

える世俗的科学者などが登場する。遠い過去,外界と全く隔絶された空間,グ

ロテスクな人物たちや植物群,そこに漂う近親相姦的な雰囲気は,いやが上に

もゴシック小説の常套を読者に意識させる。

ゴシック色と並ぶ『ラバチ一二の娘』の大きな特徴は,あいまいな視点の設

定である。このために物語に関わるさまざまな「事実」への接近,ひいては物

語全体の意味規定が困難になっている。かつて新批評の立場からホーソーン文

学の``ambiguity"(多義性)を論じたRichardH.Fogleは,この作品を「ホ

ーソーンの物語中で最も難解(themostdifficultofHawthorne,sstories)」6)

だと述べたが,現在でもこの評言は生きている。その際Fogleが「難しさ」

の原因として挙げたビアトリスのシンボリズムの混乱と物語の主題の二重性

(多重性)もこれと関わる。1844年の発表から一世紀半,今日まで実に多く

の研究が試みられてきたが,各登場人物についての解釈から,成功作か失敗作

かの最終評価に至るまで,全く相反する意見が数多く提出される有様で,この

作品の「難しさ」の証明になっているように思われる7)。

もうひとつの特徴は,物語に付された奇妙な「序文」であろう。この「序
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文」は,作者がフランス人作家のAub6pine(オーベピヌ)という売れない多

作家の"風功宛喝1期ん㌫鈍重言動ゆ彿剃用例彫"(『ビアトリス,別名毒の美

女』)という作品で,それを「We(我々)」という資格で読者に語りかけるア

メリカ人の語り手が英訳して細介したのがこの作品だと述べる。「オーベピ

ヌ」がホーソーンその人のペルソナなのは見え透いているが,こうしたややこ

しい語りの構造によって,読者は物語本体が自分の手の届かぬ所に置かれてし

まったような印象を受ける。またこの「序文」では,語り手(訳者)が,もし

オーベピヌに「アレゴリー偏愛癖(inveterateloveofallegory)」8)がなけれ

ば,一層大きな名声を勝ち得たことだろう,と言い,同時に読者が「適切な視

点(theproperpointofview)」から眺めさえすれば一流作家の作品同等の価

値があるが,そうでなければナンセンスも同然などと述べる。これは「オーベ

ピヌ」なるペルソナの背後でホーソーンが行なう,アレゴリー作家としての開

き直り,自己正当化と見ることができるだろう。更に「序文」には,この作品

が初めに掲載された雑誌の編者で,作品発表の少し以前に作家がMaryC.

Silsbeeなる女性をめぐって「決闘」を申し込み9),その後誤解と判明して和

解した相手のJohnL.0,Sullivanに対するホーソーンの賛辞が付加されてい

る点でも甚だ興味深い。

40歳を迎え,折から短編作家として円熟期10)にあったホーソーンが,結婚

生活の困窮の中で書き上げたこの『ラバチーこの娘』は,数多い彼の短編中で

も最も長く,制作年代的には最も後期に属し,また作家自身珍しく何度も改訂

を加えた作品でもあって,ホーソーンにとって格別な意味を持つものだったこ

とが偲ばれる。彼がこの奇妙な,しかし内容豊かな作品に込めた思いとは如何

なるものだったのか。以下少しく『ラバチ一二の娘』のホーソーン文学におけ

る意義を検討してみたい。
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この短編のゴシック色の濃厚さは,ホーソーンという,もともと多少ともゴ

シックと緑の切れない作家にあっても群を抜いている。恐らくそれは長編にお

ける乃β〟α柏お耳加∽(1860:『大理石の牧神』)と並んで双壁であろう。両

者はともにアメリカでなくイタリアを舞台とし,ゴシック小説の常套たる遠い

過去,廃虚,亡霊,謎,退廃,倒錯などの要素を導入しやすい前掟を備える。

「異教」カトリックの文化圏に属する南欧の国で,遺跡や廃虚など歴史の巨大

な重み11)を感じさせる事物とか僧院や宮殿など閉鎖的な空間が多いイタリアは,

ゴシック小説の舞台として理想的である。BostonやSalemをはるかに凌ぐゴ

シック的時空がこの2つの作品には備わる。しかし『ラバチーこの娘』は,同

じイタリアを舞台としながら,その物語空間の閉鎖性,登場人物や小道具類の

怪奇性,またこれらが醸し出す退廃・倒錯性などにおいて『大理石』をも凌ぐ。

人間を思わす妖艶な毒の花が過剰に咲き乱れる廃虚さながらのラバチーニ博士

の庭園には,尋常とは思えぬ父娘関係や娘と花との関係も手伝って,禁断の空

気が重く垂れ込める。『ラバチーこの娘』は,元来控えめなホーソーンのロマ

ン主義的想像力がかなり自由に躍動した作品という印象を与える。これは現代

におけるSFさながらとも言えよう。

ゴシック色と並ぶ特徴を成すあいまいな視点設定は,近代的小説技法が未だ

確立していなかった当時の状況から見て,単なる不備12)とも考えられぬわけで

はないが,もともと「見る」行為とその不確かさという話題に物語の力点が置

かれていることから見ると,このような視点設定は十分意図的な操作とも考え

られよう。いずれにせよこれをどう解釈するかで作品の意味は大きく異なるこ

とになる。ビアトリスは果たして天使なのか悪女なのか。読者は視点的人物ジ

ョヴァン二の意識を通し,ジョヴァンニとともに自らも考えつつ読み進む。事

実それ以外の読み方は当初困難である。しかし物語がクライマックス近くに来

たところで,そのジョヴァンこの認識は浅薄だと非難する語り手が介入し,ビ
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アトリスについて「たとえどんな邪悪のヴェールが彼女に纏わりついたかに見

えようとも‥・本当のビアトリスは神々しい天使であった(whateverevil

mistmightseemtohavegatheredoverher‥.therealBeatricewasa

heavenlyangel)」13)と断言する。この読者に対する一種の裏切り行為を一応は

大目に見て読み進むと,その語り手が最後に,ジョヴァンこの差し出す解毒剤

がビアトリスに奏功する様を語り,結局彼女の本性は紛れもなく毒だったこと

を示す。一般に「意識の中心」を成す登場人物の限られた認識を修正・補足す

べく介入する語り手は全能の視点に立つ者と考えられる。しかし『ラバチーこ

の娘』の語り手は首尾一貫せず,矛盾を来しているように思われ,全能の視点

に立つ者とは解しにくい。これは一種の「信頼できない語り手(unreliable

narrator)」なのである。ジョヴァンこの認識ももとより未熟であるとなれば,

読者はこの物語を解釈するための確かな足場を外されてしまっていることにな

る。結局ビアトリスは「毒に染まった清らかな天使」という矛盾概念を背負っ

たシンボルとなっており,物語は通常の意味でのアレゴリーではないことにな

る。しかし同時に,この物語における「毒」なるもの,あるいはまた従って

「毒の美女」なるものも,基本的に比喩であり,常識的に考えてそれそのもの

とは受け取り難いがゆえに,『ラバチ一二の娘』は一種の寓話,すなわちアレ

ゴリーたるも否定し難い。これは異形のアレゴリーだと言えそうである。

Fogleの言う主題の二重性(多重性)も視点絡みの問題である。視点設定が

あいまいな以上,主題も分散する。ジョヴァンことビアトリスの精神的試練も

主題となり得るし,バリオーことの対立関係におけるラバチーこの実験の意味

も主題となり得る。TerenceMarti王1は,Fogleよりも一歩進んで,『ラバチ

ーこの娘』が,2つの「相互依存的な物語」の合体であり,それらは(1)ジョ

ヴァンこの見たビアトリスおよび(2)ラバチーことバリオーこの抗争であると

いう14)。いずれも基本的には同じような見方であり,恐らく多くの読者の得る

印象を代表していよう。ジョヴァンことビアトリスの物語の方は,視覚あるい

は視点ということ自体が主題となっている点で注目に値する。これはこの物語



毒に染まった天使 41

のあいまいな視点設定が意図的であった可能性を示唆するものでもある。人間

の物を見ることへの飽くなき執着とその信頼性への限界という問題を,物語の

「手法」そのものが「主題」として表しているのかもしれない。読者とて,ジ

ョヴァンこ(あるいはラバチーこも)と同じ宿命を帯び,いかに「見る」ある

いは「観察する」ことに拘泥しようとも,所詮その能力には限界があるという

わけなのだ。ジョヴァンことビアトリスの,信ずべき物を巡る庭での会話15)は

それを暗示する一例と見てもよいであろう。また,この間題には観察者,傍観

者的姿勢に陥るタイプの人間が懐疑に妨げられて,何ら実りある行動をとり得

ないという,7施eβ蕗脆gゐゐ肋刑α乃Cg(1852:『プライズデイル・ロマンス』)

のCoverdaleへと集約されてゆく,いかにも「芸術家ホーソーン」的な問題

も汲み取れる。カヴァデイルもジョヴァンこも懐疑に邪魔されて淑女救出に失

敗する騎士であるところに注目すべきであろう。

またラバチーことバリオーことの抗争についてであるが,これは表に出てい

ないように見えて,実際はホーソーン文学全体に通底する一大テーマを構成し

ている。この物語で最もホーソーン的人物は紛れもなくラバチーニなのであり,

最もホーソーン的主題は彼の科学至上主義的な大それた実験,すなわち「許さ

れざる罪(theUnpardonableSin)」に他ならないのである。このことは特に

同時期のもうひとつの著名な短編,"TheBirth-mark''(1843:『症』)および

この後に出たホーソーン最後期の短編作品"EthanBrand''(1850:『イーサ

ン・ブランド』)と併置してみれば一層明白になろう。これらはいずれも創造

主の領分を侵す完全主義者の恐るべき罪行為を描き,しかも何処かでそうした

罪人たちへの同情を示してもいる作品である。ちなみに「許されざる罪」とい

う言葉が初めてホーソーンのノートに記されたのは『ラバチーこの娘』発表と

同じ1844年のこと16)であった。完全主義者の大罪を世俗主義者の卑小さと併

置し,一見前者の後者に対する敗北を描いているようで,その実前者への共感

をも示す作家のアムビヴァレントな扱いが,作家の自己憐憫とも繋がるようで

興味深い。
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またこのラバチーことバリオーこの抗争は,前者が毒草や薬草を医学治療に

用いる同種療法者(homeopathist)の特性を顕著に示し,後者が化学物質を

医学治療に用いる異種療法者(allopathist)の特性を示すことから,19世紀

アメリカにおける医学界の対立を表すとも言えそうである。同種療法は,当時

流行ったいわゆる擬似科学のひとつ17)であった。ホーソーンにおいては『緋文

字』の医者Chillingworth(チリングワース)がこれを体現する。同種療法は

まやかしと考えられることが多かったが,一部では大いに支持されたらしい。

それというのも,対する主流の異種療法が即効性と合理性で勝るとはいえ,バ

リオーこの解毒剤に表れているように(あるいは『焙』のAylmer(エイルマ

ー)の溶液に表れているように),効き目が強過ぎる場合もあったからである。

伝記との照応関係で注目されるのは,同種療法のラバナーこも異種療法のバリ

オーこも,共に母方の叔父で彼の「代父」RobertManningの特性を帯びてい

ることであろう。Manningは当時北米有数の果樹園芸家として大きな果樹園

を所有しており,珍しい植物(果物)を多く栽培していた18)が,ホーソーンは

「代父」が園芸雑誌に寄稿する際,彼のためしばしば原稿のチェックをしてい

た。そのManningはまた地元の貸馬車屋として成功した有能な経営者であり,

何くれとなく作家ホーソーンの面倒を見てくれる親切な人物であったが,ホー

ソーンはその叔父の合理主義的人生観と押し付けがましい親切を重荷に感じて

もいた。ジョヴァンこのバリオ一二に対する感情は,殆どホーソーンのMan-

ningへのそれと重なる。

ゴシック色は物語に非日常性,非現実性を与え,一貫しない視点は物語と作

家との間の距離を引き離す効果を挙げている。それに加えて,いかに見え透い

たものとはいえ,「序文」もまた「オーベピヌ」というペルソナを設けて物語

本体を作家ホーソーンから遠く引き離そうとするもうひとつの手段である。こ

れほどまでの工作を施して,ホーソーンはいつになく自分をいわば一種の隠れ

蓑の影に置こうとしているのだが,それには如何なる事情があるのだろうか。
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先にこの作品におけるホーソーンのロマン主義的想像力の比較的自由な飛翔

ということに触れたが,なるほどこの物語には禁断の要素が明確に伺える。言

うまでもなくそれは近親相姦(および性倒錯)というトピックに他ならない。

一見エデンを思わすものの,毒々しい植物が繁茂することに象徴されるように,

文字通り倒錯した楽園たるラバチ一二の庭は,一言で言えば近親相姦のイメー

ジに満ちた禁断の庭である。ホーソーンには近親相姦を連想させる物語が多い

のだが,これほどまでにあからさまなものは他にない。この庭ではビアトリス

が人間の姉妹を思わせる植物と抱き合う。紫色の花とは明らかに女性名詞であ

る。また,庭の植物はみなラバチーこの「創造物」であり,相互に近親交配を

繰り返して来た19)と言われる。更にはこの物語における完璧なまでの母親不在

と,父親ラバチーこのビアトリスに対する偏愛が奇妙に近親相姦的関係を暗示

する。このように『ラバチーこの娘』は,楽園まがいの場所に蔓延る近親相姦

を措く物語と見ることが可能である。そしてそれは「楽園」アメリカにおける

ホーソーン一族の暗い歴史を思い起こさせる。

あまり明らかにはされていないが,近親相姦は作家の一族に何世代にも亘っ

て付き纏い,彼に一種の強迫観念を与えた禁断の罪である20)。生まれて間もな

い長女Unaと接するだに,自分がこの娘と近親相姦を犯すのではないかとい

う思いにホーソーンは囚われたらしい。近親相姦的な関係は,Salemのよう

な古く狭い社会の旧家にはありがちなことだろう。そもそも母方マニング家の

アメリカにおける初代が既にこの罪を犯し,罰として公開の辱し目を受けたこ

とも一部では知られている21)。ホーソーンがこの先祖の恥辱の場面を『排文

字』におけるHesterの市場での処刑台シーンに投影したのは十分考えられる。

ホーソーンが一族の恥を語らないのではなく,形を少し変えて世間にフィクシ

ョンとしてむしろ大胆に公表したこの構造は興味深い。全く隠し通すにはこの

間題が彼にとってあまりに重い心の負担だったと言うべきか。こうした一種の
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カタルシスの構造が,濃厚なゴシックなどの隠れ蓑を纏った1『ラバチーこの

娘』にも当てはまる可能性はある。

この物語に色濃く漂う近親相姦の空気はまたヒロインのビアトリスが,語り

手の断定にも拘わらず,ダンテの助彿eC細線み(1321:『神曲』)における

ベアトリーチェでなく,16世紀イタリアで近親相姦と殺人の罪で処刑された

「美しき父親殺し」BeatriceCenciをイメージしたものであることを物語る。

1819年に詩人P.B.Shelleyがこの不幸な女性への共感から五幕物の戯曲を発

表したのがきっかけで,アメリカでも19世紀前半に彼女への関心が高まった

ことがあった。初期の短編"AliceDoane,sAppeal"(1835:『アリス・ドゥ

ンの訴え』)から『大理石の牧神』まで,近親相姦には人一倍強い関心を示す

ホーソーンもこの作品から何らかの示唆を得たと考えられる。Shelleyにおけ

るごとく,当時は薄幸な美女Cenciへの共感が強かった。Fogleが困惑したビ

アトリスのシンボリズム,「毒に染まった天使」という矛盾概念も,こうした

事情を考慮に入れれば納得がゆくとも言える。

ラバチーニがビアトリスを完全に彼の禁断の庭に囲い込んでしまい,植物に

対してと同じ歪んだ愛情を注ぎ込む様にも近親相姦の空気が漂う。ラバチーニ

にとっては植物もビアトリスも自分の娘なのである。植物は彼がより強力な毒

を作るべく「人工」的交配を重ねたもので,ジョヴァンこに嫌悪を抱かせるほ

どの様相を呈しているが,これはまさに近親相姦そのものである。こうした植

物とビアトリスとの「抱擁」については言うまでもあるまい。またラバチーこ

とビアトリスという父と娘はいても,母親が一向に姿を見せず,そうした状況

の中で父親が娘を偏愛によって独占していることからは,娘の名前が持つ

Cenciへの連想とともに,父娘間の近親相姦的関係を暗示すると言ってよいだ

ろう。これはホーソーンの母親が,主人(つまりホーソーンの父親たる船長ナ

サニエル)の死後,Manning家に引き取られ,叔父(すなわち彼女の兄)の

言うがままになっていた事情を反映するとも考えられる。また囲い込まれたビ

アトリスの命運は性は異なるが,作家自身のManningに操られる宿命を表す
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『ラバチーこの娘』には,このように,いろいろな解釈,連想を誘うに十分

な象徴性が備わっている。しかしながら,この物語の意味解釈は次の2点に関

わってくるように思われる。それはこの物語における「毒」とは何か,そして

この物語の標題がなぜ『ラバチーこ』とか『ジョヴァンこの冒険』でなく『ラ

バチーこの≪娘≫』なのかということである。

この「毒」を文字通りの毒と解釈することもできないわけではないし,

Bensickのように「梅毒」というように比較的文字通りに近いt/ベルで捉える

こともできる。「毒」が「近親相姦」を指すという解釈も成り立つように思わ

れる。しかし「毒」が「梅毒」や「近親相姦」であるとするならば,最後にラ

バチ一二がビアトリスに向かって,いかなる権力,いかなる肉体的力も敵とな

り得ないような「すばらしい賜物(marvellousgifts)」を授けてやったのを

お前は「惨めな運命(misery)」だと言うのか,と言って叫ぶ部分22)が巧く説

明できない。なるほど「梅毒」は親から子供へと伝染する性質のものかもしれ

ないが,「梅毒」を「すばらしい賜物」などとは冗談以外には言えまい。「近親

相姦」とて然りである。ところがこの場面のラバチーニは全く大真面目にそう

言っているのであり,さればこそ,彼の科学への偏愛がもたらす悲惨な運命が

効果的に,皮肉に示されるのである。「毒」とは,少なくともその開発に当た

ったラバチーニが「すばらしい賜物」と呼び得る何物かでなければならない。

同時に重要なことは,「毒で武装した美女」なるものの具体的実在が常識的

には想定し難いということだ。やはりこの物語は基本的には寓話,たとえ話と

見るべきではなかろうか。「毒」はもっと比喩的なものであってよいはずであ

る。

ここで今一度ホーソーンが他の作品にも増して熱心に隠れ蓑を用意したこと
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に思いを致したい。作家がこうした隠れ蓑を一番求める理由は,やはり作品の

どこかに自己の有り難くない姿が投影されていることではなかろうか。近滴相

姦が一族先祖の罪に関わる作家のカタルシスの対象だったとすれば,作家本人

の問題で世間に変形の上公表してカタルシスを果たさざるを得ないもうひとつ

の対象は,言うまでもなく当時の純文学作家の呪われた宿命である。失敗した

処女作動乃Sゐα乱鳩(1828:『フアンショウ』)以来絶えず作品に投影され続ける

自分の生業(なりわい)への社会の無理解,敵視,その中での自負と不安は,

ホーソーン文学の基調を形成する。『ラバチ一二の娘』は,結婚後2年,ユー

ナの誕生によって生活が一段と苦しくなった時期の作品であり,初版に関して

言えば,執筆後すぐに出版社に持ち込んでいることからも,当時の困窮ぶりが

伺える。「序文」における「オーベピヌ」の苦境-超越主義者と世俗作家に

挟まれて売れない作家の苦境-とはこの時期のホーソーンの苦境そのもので

ある。また,科学至上主義と世俗主義との対立(ラバチ一二対バリオ一二十ジ

ョヴァンニ)と,その対立の犠牲となって命を落とす「毒に染まった天使」と

いう物語本体の基本プロットそのものが当時のホーソーンの作家としての運命

あるいは運命への恐れを率直に表したものと解し得る。

『ラバナーこの娘』は,「毒」ゆえに売れないが,さりとてその「寿」を取

り除いてしまえば,その生命までも失くしてしまう「毒の美女」を描くがゆえ

に,基本的にはホーソーンの「佳作」の悲しい運命を自虐的に描く物語と考え

てよいだろう。《娘〉ビアトリスとは自分の作品のことであり,「毒」とは,彼

の作品の中に含まれ,当時の「お上品」な読者社会が退けようとした,当時の

文学規範にとって危険な要素に他ならない。「解毒剤」とは,従って,そうし

た読者社会を支える強力な理念のごときものであろう。ラバチーニはホーソー

ン自身の中にある完全主義的自我のごときものであり,バリオ一二やジョヴァ

ンこは世俗を代表する読者や編集人のことではあるまいか。Gilmoreも,ビア

トリスをホーソーンの作品を指すと見て,基本的には物語を自伝的に捉えてい

るが,「毒」とは資本主義のことだとする点で本論とは全く解釈を異にする。
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(「毒」が資本主義であるとすれば,「解毒剤」とは何であろうか?)しかし,

ホーソーンがよく自分の作品を植物,特に花に例える傾向がある,とする指摘

は誠に正鵠を射たものと言えよう。確かにmZce-了も〟7七ggS(1837:『トワイ

ストールド・テールズ』)への「序文」(1851)で自分の作品を「日陰に咲く花

(flowersthatblossomedintooretiredashade)」23)と称したのは有名であ

るし,何よりも作家自身の名前がそんな花のひとつ「さんざし(Haw-

thorne)」であることは意味深長であろう。

アメリカにおける1840年代は一般に「超越主義の10年(Transcendental

decade)」などとも呼ばれ,この国でロマン主義の旗振り役を勤めた超越主義

がその最盛期を迎えていた。ホーソーンが『ラバチーこの娘』執筆当時住んで

いたマサチューセッツのコンコード(Concord)村は全米におけるその中心で

あり,ここには「教祖」的存在の哲学者Emersonをはじめ,教育者Bronson

と作家LouisaMayのAIcott親子や詩人WilliamChanning,随筆家Henry

D.Thoreauなどの超越主義文人が多く居住しており,ホーソーンの身内にも

妻の姉に当たる教育者で文学者のElizabethPeabody24)のような,当時指導的

立場の超越主義者がいた。時代を席巻した高踏的な「巨人」25)たる超越主義の

その対極には,ホーソーンが忌々しく思った安手の大衆小説が大流行してい

た26)。高踏的な超越主義作家たちの文章がよく売れたとは思われないが,少な

くとも彼らは注目された時代の寵児であった。一方,低俗小説は大売れした。

両者の間に挟まれて,さして注目もされなければ金にもならないホーソーンは,

「オーベピヌ」さながらに当時のアメリカ文学市場で極めて不利な立場にあっ

たのである。当時の(つまり南北戦争前の)アメリカ読者社会は一般に女性が

その中心的存在であり27),なべて健全なもの,現実的なもの,実用的なものへ

の志向を露骨にし,小説(特にロマンス)を不健全にして非現実的,非実用的

なものとして敵視していた28)ことも考え合わさなければならない。もともとホ

ーソーンが実践を目指した「人間の心の真実(thetruthofthehuman

heart)」29)を描く「ロマンス」は,EdgarA.Poeが771les〆theGγOiesque
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andArtlbesqueの序で述べたように「魂の恐怖(theterrorofthesoul)」を

描くものであり,当時の嗜好から見て危険な要素が少なからず含まれていた。

このようにロマンスの実践には当時のアメリカでは何かと障害が多かったので

ある。しかし危険な要素を「毒抜きする(domesticate)」わけにもゆかない。

それは作品の死を意味するかもしれない。ホーソーンの母校のボードン大学

(BowdoinCollege)での同級生で,生前世界的な名声を博したアメリカの

「国民詩人」HenryW.Longfellow(ロングフェロウ)はこの「毒抜き」の

達人で,当時の読者社会への迎合ぶりに定評があったが,後にこれが災いして

「二流詩人(aminorpoet)」30)の座へと格下げになった。「毒抜き」された作

品が永続的な生命を持ち得ぬ証明かもしれない。ビアトリスが「解毒剤」を飲

んで仮に生きながらえたとすれば,そのビアトリスはロングフェロウの健全き

わまりなく,しかし全く物足らない作品を指すことにもなったであろう。

『ラバチーこの娘』とは,ホーソーンが自分の売れない作品の運命を,「毒

の美女」というメタファーを用い,無理解な世間への批判と自虐を隠れ蓑に隠

れつつ措いた自伝性豊かな作品だと解釈したい。
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